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	題材名：安全・安心・快適な衣生活・住生活を目指そう

	内容のまとまり
[bookmark: _GoBack]内容「Ｂ　衣食住の生活」（衣住）

（４）衣服の選択と手入れ
（５）生活を豊かにするための布を用いた製作
（６）住居の機能と安全な住まい方
（７）衣食住の生活についての課題と実践




	１．題材の目標

	（１）着用及び手入れ，製作する物に適した材料や縫い方，用具の安全な取り扱い方，自然災害に備えるための住空間の整え方に関する知識及び技能を身に付けている。
（２）日常着の手入れの技能を生かして，手作りマスク作る活動や，災害時に役立つ防災ポーチに入れる小物を考える活動を通して，身近な生活から問題を見いだして課題を設定し，様々な解決方法を考え，計画を立てて実践した結果を評価・改善することで，課題を解決する力を身に付けている。
（３）より安全・安心・快適な生活の実現にむけて，衣食住の生活について，実生活を見つめ，自身に迫る課題の解決に主体的に取り組んだり，振り返って改善したりして，生活を工夫し創造し，実践しようとしている。



	２．評価規準

	観点
	知識・技能
	思考・判断・表現
	主体的に学習に取り組む態度

	評価規準
	衣服と社会生活との関わりについて理解し，衣服の選択，着用及び手入れに関する知識及び技能を身に付け，製作する物に適した材料や縫い方，用具の安全な取り扱いに関する知識及び技能を身に付けている。また，住居の基本的な機能について理解し，家庭内事故を防ぎ，自然災害に備えるための住空間の整え方に関する知識を身に付けている。
	衣服の選択，日常着の手入れの仕方，布を用いた物の製作，家族の安全を考えた住空間の整え方を工夫する活動を通して，問題を見いだして課題を設定し，様々な解決方法を考え，計画を立てて実践した結果を評価・改善し，考察したことを論理的に表現するなどの学習を通して，課題を解決する力を身に付けている。
	より安全・安心・快適な生活の実現にむけて，衣食住の生活について，課題解決に主体的に取り組んだり，振り返って改善したりして，生活を工夫し創造し，実践しようとしている。



